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は
じ
め
に

野
口
英
世
は
、
明
治
二
九
年
二
月
四
日
か
ら
明
治
三
○
年

八
月
三
○
日
ま
で
済
生
学
舎
に
在
籍
し
た
。
野
口
の
済
生
学
舎

時
代
の
足
跡
に
関
し
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
最
近
の
代
表

的
な
報
告
と
し
て
は
、
共
著
者
の
唐
沢
の
「
野
口
英
世
Ｉ
二

一
世
紀
に
生
き
る
（
日
本
経
済
評
論
社
二
○
○
四
年
こ
が
見
ら

れ
る
の
み
で
あ
る
。
演
者
は
、
二
○
年
以
上
の
野
口
英
世
の
医

史
学
研
究
者
で
あ
る
唐
沢
信
安
先
生
の
指
導
で
済
生
学
舎
時
代

の
試
験
問
題
に
つ
い
て
当
時
の
教
科
書
と
対
比
検
討
し
た
の
で

報
告
す
る
。

25
皿
日
本
医
科
大
学
教
育
推
進
室
・
副
唐
沢
医
院
（
日
本
医
科
大
学
）

副
石
川
医
院
（
日
本
医
科
大
学
）
・
の
日
本
医
科
大
学
脳
神
経
外
科

「
野
口
英
世
」
と
済
生
学
舎
で
同
級
で
あ
っ

た
石
川
東
悦
医
師
の
残
し
た
写
真
と
試
験

問
題
に
つ
い
て

志
村
俊
郎
・
唐
沢
信
安

３

石
川
康
悦
・
寺
本
明

対
象

野
口
英
世
の
同
級
生
で
あ
る
石
川
東
悦
医
師
の
孫
に
あ
た
る

石
川
康
悦
先
生
宅
よ
り
当
時
の
試
験
問
題
と
受
験
者
心
得
の
用

紙
お
よ
び
野
口
英
世
と
非
常
に
良
く
似
た
卒
業
写
真
が
発
見
さ

れ
こ
れ
ら
を
調
査
対
象
と
し
た
。
試
験
問
題
と
対
比
検
討
し
た

教
科
書
は
、
弓
差
日
四
易
著
○
国
昂
ご
詞
ご
国
両
各
論
５
国
弓
昌
の
出

版
一
八
九
九
年
と
田
代
義
徳
翻
訳
チ
ル
マ
ン
ス
外
科
各
論
南
江

堂
書
店
明
治
二
七
年
で
あ
る
。

結
果

（
１
）
入
手
し
得
た
試
験
問
題
（
計
二
○
枚
）
は
、
明
治
二
八

年
、
二
九
年
と
三
○
年
の
医
術
開
業
試
験
と
済
生
学
舎
の
定
期
試

験
で
そ
れ
ぞ
れ
年
二
回
施
行
さ
れ
て
い
た
。
医
科
試
問
は
外
科
学
、

内
科
学
、
眼
科
学
、
産
科
学
、
薬
物
学
と
理
科
試
問
の
解
剖
学
、

生
理
学
、
組
織
学
、
物
理
学
、
化
学
、
理
学
で
あ
る
。

明
治
三
○
年
二
月
と
明
治
二
九
年
三
月
の
医
術
開
業
試
験

に
お
け
る
外
科
学
の
問
題
を
実
例
と
し
て
提
示
す
る
。

明
治
三
○
年
医
術
開
業
試
験

第
一
問
脱
臼
ノ
症
候
及
骨
折
ト
ノ
鑑
別

第
二
間
頭
蓋
底
骨
傷
ノ
原
因
症
候
及
療
法

第
三
間
膝
胴
動
肺
結
紮
ノ
適
症
及
術
式

明
治
二
九
年
医
術
開
業
試
験

第
一
問
縫
合
糸
及
縫
合
ノ
種
類
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第
二
問
外
頚
動
脈
結
紮
式
ノ
適
応
症
及
手
術
式

第
三
間
二
三
ノ
主
要
ナ
ル
乳
腺
ノ
新
生
物
ヲ
列
記
シ
就

中
最
肝
要
ナ
ル
者
ノ
症
候
療
法
ヲ
記
載
セ
ョ

第
四
問
顔
面
二
於
ル
痕
瘡
護
謨
腫
及
癌
腫
ノ
鑑
別
ヲ
挙
ケ
ョ

そ
の
他
、
特
に
脳
外
科
問
題
を
追
記
す
る
。

明
治
二
八
年
九
月
医
術
開
業
試
験
の
医
科
試
問
の
外
科
学

第
一
間
穿
頭
術
ノ
適
応
症
及
手
術
式

明
治
三
○
年
九
月
済
世
生
学
舎
の
定
期
試
験

第
四
問
脳
圧
迫
卜
脳
震
鐙
の
鑑
別
ヲ
挙
ゲ
ョ

こ
れ
ら
の
試
験
問
題
の
内
の
脳
外
科
試
験
問
題
と
教
科
耆
と

の
対
比
を
行
っ
た
。
田
代
義
徳
翻
訳
の
教
科
書
の
Ｐ
三
外
頚
動

脈
の
外
科
解
剖
、
Ｐ
九
二
の
頭
蓋
底
骨
折
に
こ
れ
ら
の
問
題
は

付
図
と
共
に
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
弓
二
日
目
の
著

○
国
昂
ご
罰
己
の
局
各
論
の
Ｐ
九
九
に
穿
頭
術
、
Ｐ
八
七
に
脳
震

漫
の
記
載
が
見
ら
れ
た
。

（
２
）
済
生
学
舎
の
前
期
試
験
〈
受
験
者
心
得
〉
に
は
以
下

の
ご
と
く
記
載
さ
れ
て
い
た
。

来
る
九
月
三
日
ョ
リ
試
験
施
行
候
洋
服
又
ハ
袴
着
用
罫
紙

（
但
シ
半
紙
製
）
筆
墨
硯
錐
持
参
同
日
午
前
六
時
迄
二
当
校
へ
出

頭
セ
ラ
ル
ヘ
シ

受
験
者
心
得

一
定
時
ヲ
遅
ル
者
ハ
入
場
ヲ
許
サ
ス

二
日
本
筆
罫
紙
（
半
紙
製
）
ノ
外
品
ヲ
用
ユ
ル
者
ハ
答
案

ノ
真
偽
二
関
セ
ス
無
効
ト
ス

三
受
験
中
不
都
合
卜
認
ム
ル
キ
ハ
退
場
セ
シ
ム
ル
フ
ァ
ル
可
シ

（
３
）
石
川
東
悦
医
師
の
履
歴
》
明
治
一
○
年
一
月
一
二
日
埼

玉
県
南
埼
玉
郡
武
里
村
備
後
に
生
ま
れ
る
。
明
治
三
○
年
医
術

開
業
試
験
合
格
・
医
籍
番
号
一
○
五
一
○
号
。
済
生
学
舎
卒
後

に
神
田
駿
河
台
「
杏
雲
堂
医
院
」
に
て
内
科
修
業
後
現
地
に
て

内
科
・
石
川
医
院
を
開
業
す
る
。

石
川
家
で
同
級
生
の
野
口
英
世
と
一
緒
に
撮
ら
れ
た
卒
業
写

真
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
遺
品
を
見
せ
ら
れ
た
。
演
者
は
、

こ
の
写
真
を
東
京
の
（
財
）
野
口
英
世
記
念
館
の
関
山
英
夫
先

生
に
送
っ
て
判
定
を
し
て
頂
い
た
。
そ
の
結
果
は
、
非
常
に
似

て
い
る
が
野
口
と
は
別
人
で
あ
る
と
の
報
告
を
得
た
。
諸
先
生

の
御
判
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
と
め

以
上
の
済
生
学
舎
の
試
験
問
題
と
当
時
の
外
科
学
の
教
科
書

と
の
対
比
よ
り
、
済
生
学
舎
の
学
問
レ
ベ
ル
は
、
非
常
に
高
く

当
時
の
ド
イ
ツ
医
学
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

ま
た
当
時
の
外
科
学
の
試
験
問
題
に
専
門
外
科
で
あ
る
脳
外
科

問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
て
い
た
。
今
後
、
石
川
東
悦
医
師
の
貴

重
な
資
料
を
も
と
に
野
口
英
世
の
研
究
を
発
展
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。


